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Q イJタ ネ γトで例制機*すると。-，車線OL

到..>'ケミカ I~" ~...でき，可r . lIi爾目..芝ケ

ミカWI'件，..京高'4'1'-成?年9!J2511fが "例
から Fぷ徳治法ーの段"にな でいることを姐
りました.fi< “内町の紙根付フzノール樹

脂剣刷版のk.f3rt:.H¥7.化健なド‘ E 住
"ベータフイトが .芝ケミカルを含む5社に
"し値上』ずを穫繍し これら 5社が"に以対の
慮恩康不をぜずその機 食8祉が..t-Iこ敏
上げを通知したー "~!芝ケミカルは他の，
:tnと倹阿してという恒件で. 1と " 
、lGC~ド付 制E了付制符寝線、も公flkのな

ら入り倹JW~.人」たよ -)-CH

d、前芝ヤミ tJ1~1 ;t 附初o:t09t17)1字句附 村式
J:~崎巾舗の F疋があり 前上げをしたいが "， 

岡誠鳴にlot8i!込まれた".い ‘i鳥取例候~
で副司眠った..巨人として合IIln!呼ばれたこと 1，
あった..界を'. ドする合実や'"によコてl

その業界は燈M隠するが. ，ヒht.ft!r.j主ぺの.. 
..は始仏舗であ 2た.

この間掴の純織と決持は いろん1.怖帽を多 ‘ 

面的iこ検，.，するのが良い パ

'当時 取芝ケミカJレと M(;Clol特l作がぬ〈

下の・2・もあ，た.銅剣愉刷般事買は お'ι
いに:r;しい経常仏舗で *副ドで慎"総合の側
..もしたようだ
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Q フzノ ル側聞似合戚していました エポ
キ y 樹脂は周入していたのでヲキ ミュレー
ター 合成した BTレジンで随隔できました
由化?会社"合成を.，医院倫kしてこそそ

の(;(f価値がある“とよく"'"ました.パ
ケ-，犠敏で 債....した BTレン〆・

今?きる.1，40¥し'"
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伽 111的ざ"-11. l.k靴?の術恥l岡崎rt""lIIl帽 11.'"侃
電(HHIU!IIIl:.1II1・n凪.，噌It+Illl!ll駐腸怪噌(1¥例
"140"'11 そして JCI'l1t1.l取締l'IIUlt閉められた 町仰

さんは ht IS!2OOJI句の M勺肱"キ，トネヲトワー，

(SPOiC~町の1l .H'I..tの，.会"て.. 

パィヱ凡社は この側衡の川.~婦問"呂.して
いた

..合他社に先行し パfヱM'と yアン'"
ヱヌテルとトリア"刷'闘の伐術縄入契約を8・
絡できた，

高耐'‘怜伝馬旬慮"作.旬開ずる樹脂にIHげ
るため ピスマレイミドとトリ 7;';シモノマー

金反応させ BTレー"を創慢できた.
*べ，'"'のラ J ド陶 tが耐マずグレーν

ヨ>t宅を高<iniiしずくれた JI、('Aでほ 『プ

リJ ト配線阪間働省!ifU'除 ・π備，，廃刊flM:.ト
， ~'11;: ;，/uh樹脂j として殴峨化された

~ií20年. "制年代か"凋f/チ"祉の，~ '1 

ケ ;.;~長阪の棟情Hnにu"され。、I (j C 電
子"科.唱を憾の教tttl'-と1.，た.
¥lGltは ßH ジ，及びそれを'"い~釧'

"刷医の開理作成Jによ句 円ア悩倫功労.と
Lて すV成 15(20031Ij'.r賞SClJHγkl:;J提・与を司E
"止と

±・工商
Q 吋附 UI工商t 印刷l プラスチyクス、調u(-

日叫俗IJ'旬，. .同会欄掴依:(~刷ねという作列を聞かさ
れました. i'潟{j.~構 r'ltl.l"j~骨髄必要と旬 fði

'軍機 1，'-'Ittl~t' l-' 製造業が蝉カった"代の~
しで寸が どのよう忽思いを憎いてむられまし

たか?

ヘ ，..のn障体が似界を町樫した叫代 宇崎体
現ili¥1)鮒 n習は縛恨のようflft(lだっむそれに

慢 rrMI迫幽していた.1970、1980'"代、.

T陶援の組"ても強<.CH&Uゐゃ・ F桝...
依 そしす鋼長崎.骸の序列で拘Aずられた.

お客鍵多層プリノト定観磁の・三歳
Q 剛鞠150年'.(1975)町民 11';':7ピオトロ クス

山4ド領f字病 .光司HI.i!の総倫11は命い とR
われていましたa 当Ij(1).¥!H_11¥1立 V

A 町駒:~5( ]9同60)~下 11';':7ピすトロヱクス陪

'"ド電気とみt凶ヒュ ズエアタヲ 7トの合符
司，，，され売 1[[1 l'é litlの。野陥1:.iIt~1!.ぃ'"
す.

剛如38(1963州 '優先・ fて.11ほ .レf
ヨ〆のエレクトロニヲス関連帯建会社として威
。された 小休江健との間交を思い111す.山ふ

.."所は銀，'r錐惨め個性的1，時実だった.

cc，の製;0で飛舗がめコた依術11?
Q 樹脂合従では? ，..機と輿慢によるプレス後

倫 ('，動化 0，雌対策では?
労働鍬約明か勺限度寸ぺ〈ずilJ化ゃn鋭化に

fE}Jした.紙.ll;f.f7Iノール樹鵬制都f・M似の
樹脂含樋で" 遁鈍して下物りと l犠りをこは
せる吻送タイプの織再開トリ ターを噂入した.
ft椛魚崎スピ ド縦叩の 3nllHに対し傾司~:孟
:IOml分向』できた しかし、ち'別孟紙切れ
が事〈、 MT氏が~.に借り H(.>ていた.プレス
rr望のしイアァプや解包1I1! スチ〆レλ鴎血

悔の'0滝ラインで 肉鋤化tiJJ化..・を場入
した.闘様ライシIこ 使刷機のステンレス嶋歯
医か勺樹脂簡や.，.を除2する研IJ!lttJl金備を
句人したが阿摘がより研織されるため プレ

スの押LムライトN'，傍験Lた ガラヱボW附工
喝で11. J但の趣.. 化をa院できた. 

.. 例制について思い出すζ と 復調崎温!fII1? 

Q 樹衝での71ノ 凡樹脂エボキシ樹尉

.nジJ 脇"での紙ガラス符ガラス4
.術 炎d面処"t主術創衝での街"‘性。低m
，.. ，事責化 ・ .

"書館のみ芯勺司'"村約メ カ む錨〈 その
狭間で/t事寸る崎期nl.t).，た

銅箔の供給業eマ y ト画からこぼれ係ちた
制粉をきちんと除-li.できているか?

MGCは ..晶を蛾人できているか '/1化成
電1:. n-ぺが強 IJf..ので明"縫聞を抱いてい
た町胸があ?た.その検ヱヰキ;..ftI怖.tIラ
ス侮と篭解鯛備も， ;n:J句"の齢給契符が粛磁
り また本"鍋慣が強化され品質も偏絡も
.illニ1，ヲた、と思う. BTレ"://をfhH.て

優位に立てた.附'"したように 樹献に適合し
たガラス術のk面処用剤を..するようにf，;.?

た

公..貧血対割庭 環演調和の考えと実行

Q 昭利S“1971)11-q'1からふ格的に取組んだu
t'J習酌止A.""W'IlN防此睡街勧止 につ"
て11'1

A 判的の東京工場では iIi.li1住とからー臭う、 う

るさもゾのクレ ムが出て を質問も公省.，止ハ
トロ ルを完治した近縁住民との..し合いに

らよ〈穆加した 対慣として境界敏雄に'"
建ての事椅&僻究怖を腕君臨した.これを肪島ピ
ルと伶し 騒音位般に対極した旧事務所持瞳

に 活性的誕祭.を筋"し 隣家を格化した.
L場'.'央に 100m級の傾突を衛策し 太%巧後.，

止に"処した.

プリント配館仮 ・&(CaptJ.;司と肉作，ntn.oo)

Q' .A:l内作11'，1々に.過噂震も掬外除"，.主
aと1，，-)ています

MGCの噂寝間造会社も次々と信過しました

ダイヤエレクトロニクス 供¥[1:焦ダイヤテッヲ
の他孤極果敏l.1n*サーキットf..ii(JC I Jb 
訓練されました.
J C 1， TC [(台.印刷湖底路工業J.MC  l(マ

レ ンアサキγ ト1の連機で梅外協聞もあり
ました. 1 C 1社録時代の思い陪?

A; ゲームやパソコシの則途で調った附則もあった.

・費合するA: r，，~震の後泊いで ~現化でさる枝術
を綱貸でき1，か sた.，事物多層PWBを受注tる
た".水平抱"の"附めヲきラインを駅厳したが
仕事委縄得できず腎〈道日ませることにfl-'た.
kl組収てに従属した庵.~.. 低い限界剰!鋒

-t' 高い"・栂費負例 庫品を，.蝿化でさ 1.
い 係官は怠しかった

後生に伝えたい位・の認・
Q 成功と失般か勺~fぷ事例をご級品ドさい

べか勺..-の例制も"・-いします.

A' 属咽の仕事 復の営支で鰻聞がたた η 甑健

曹に's..)てしまった 学生時代にラグビーで峨
えた身体なので帰還できたが術%にf.' r: ~品
目当に明念である

退院後の~"工場長崎fl!. Jt上に上がヮての
lII'j;l;tll".Lりさつか aた.

来るものは艇まず の妥"'1;1. 父観から"ん
~.父測が鰻長や r .t>>μ時代鰐ド虚がよ<"
宅し 仕事の術みをぶつけるのをじっ〈り聴い
ていた

この峨 Fを凡てn然に令んだ. 10:1f. 20、30
人が新作:検修に押し寄せ 母視がf'lJ!l!でもてu
していた光.を思い起こす

東京工喝での現段代理時代 労組l<0.1え4をや
ることにFぶった 創造E撃をまとめる仕事もあり、
専従はできたなか た.司臣家主唱にはt 逮.....民
義置監lII.fL1:を Eとする集品'" パッチ湿伝肉
体"l障を主とする合成樹脂揚があり ・喝..，.
や労.条件む略伝り不測が多かた 寅...・~~J
と勿..略的の狭間で労組委UL<l!:f絡めた.血%

に"やる lTff)1多〈 ラーメシを魚ぺて.険度"
.で.際的にa・していた.このようt.dkt障が
度々あゥた.踊・が長引きそうに危ると “ラ

>;，取ろうか I固とaうと ー今日は暢りた

い「という本音も1.て緑畠を収朱できた

社内でも社外でも l.tmcbるマネジメ J トが

^'であるー
"'島経割高の成II期か勺成m町 内作や拘束の

..ゃ伎衡とのゴルフや飲食による....交組員が

喝たり附の防代だヮたー情纏3定検がF震を.して
たかられるよう伝状舗もあり 関連衡Itb付応

に~.していた.今はこんなこと低穫〈な》た
らしい.

町布)5011975川前後 1富士通からλIG氏とA治

氏.. ，嶋した.A5氏[:， I!I.合他社の状視を 切

..さ広かったし 曾mb 切聴か怠かョた

何事においてもパイオニ7<こUる という取
鰍みを期待している R&Dや宝庫筏術のみfよ

らず曾.糟 ."ゆる廠械でその可能性が
ある

信叫》


